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アクセシブルなトイレの重
要性について認識を深める 

ワークショップ「What about 
me?」（カンボジア、カンポット

州、2019年9月） 

概要 

このレポートは、持続可能で安全な水・衛生サ
ービスのユニバーサルアクセス実現に取り組む
国々に向けて、その実現への歩みを速めるため
の政策提言をおこなうものです。 
開発途上国の担当省庁、国レベルおよび自治体
レベルの政策決定機関や意思決定機関の方々に
お読みいただくことを想定したものであり、開
発パートナーにも関連性の高い内容となってい
ます。 

水・衛生サービスは、安全な衛生習慣を身に付ける
ことと併せて、すべての人に不可欠なものです。経
済の発展にも、また公衆衛生の促進やジェンダー格
差の是正、気候変動に対するレジリエンスの構築に
も、水・衛生は欠かせません。基本的な飲み水をす
べての人が利用できるようにするための投資をおこ
なうことで、年間最大320億ドルの利益を生むこと
ができます。基本的な衛生設備への投資をおこなえ
ば年間450億ドルの利益が生まれ、さらに投資を増
やして安全に管理された衛生設備がすべての人に行
きわたれば、年間860億ドルもの利益が生まれる可
能性があります1。 

ウォーターエイドはこれまでの20年、国が水・衛生
を優先して開発を進めれば、水・衛生の状況は間違
いなく大幅に前進することを目の当たりにしてきま
した。インドを例に挙げると、2000年には基本的
な衛生設備の普及率が15％だったのが、2020年に
は71％に上昇しました。ナイジェリアでは、2000
年に43％だった基本的な飲み水の普及率が、2020
年には73％にまで上昇しています。とはいえ、持続
可能な開発目標（SDGs）はまだ道半ば。目標達成
に向けての進捗は今もとうてい容認できないほどペ
ースが遅くアンバランスで、後発開発途上国
（LDCs）の最も貧困で脆弱なコミュニティでは特
にそうした状況が際立っています。たとえばサハラ
以南のアフリカでは、現在の進捗ペースだと2030
年までに安全に管理された水を利用できるようにな
る人はわずか37％にとどまる見込みです2。 
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基本的な飲み水のユニバーサル 
アクセスへの投資で年間最大 
320億ドルの利益を創出1 

基本的な衛生設備への投資で 
年間450億ドルの利益を創出1 

安全に管理された衛生設備への
投資で年間860億ドルの利益を
創出1

 

 



これからの10年は引き続き人口が増加し、農村部から
都市部への人口移動が加速することが予想されます。
気候変動、政情不安、感染症の流行、経済不況がそれ
に追い打ちをかけ、公衆衛生、水の安全保障、食料の
安全保障、経済、ジェンダー平等、社会の発展はさら
に脅かされることになります。人々のレジリエンスを
強化するうえで、持続可能で安全な水・衛生の確保は
これまでにも増して重要になっていきます。 

インドのように急速な発展を遂げた国々では、国のト
ップが強力なリーダーシップを発揮しています。2014
年にインドの首相が開始した「クリーン・インド政策
（スワッチ・バーラト・ミッション）」は、200億ド
ルの予算とあらゆるレベルにおける人的リソースを投
じて実施され、野外排せつ人口を削減する大きな要因
となりました。クリーン・インド政策では50万村以上
に1億基のトイレが建設され、こうした村々では野外
排せつの必要に迫られることがなくなったとのことで
す3。 

進捗ペースが遅い理由 
政府がリーダーシップをとらず、政治が優先的取り
組みをおこなっていない。 

組織の体制が整っておらず、組織の能力が不足して
いる。 

資金が不十分で、非効率的な支出がおこなわれてい
る。 

水・衛生政策および保健政策のなかで、ジェンダー
の平等と社会的包摂性が十分に考慮されておらず、
予算の手当てがなされていない。 

保健政策のなかで、水・衛生は安全な生活環境を支
えるものであるという、水・衛生の基本的側面が見
過ごされている。 

水・衛生が維持を要するサービスであることが明確
にされていない。 

水・衛生、水資源管理、気候変動対策の連携が不十
分である。 

説明責任と規制が不十分である。 
アンガンワディ・センター（母子保健センター）

で運営・管理担当者と一緒に水質検査をする青年リー
ダーのドリシュティさんとラジーヴさん（インド、ニ
ューデリー、2020年3月） 

政府の進捗ペースを速めるために 
優先すべき政策を提言 
ウォーターエイドは、政府が持続可能で安全な水・
衛生へのアクセスを促進するなかで直面する主な障
壁に対応するための政策提言をおこなっています。 

こうした提言は各国の事情に応じて取り入れられ
るべきものですが、1～3つ目の提言は進捗ペース
を速める基礎を築くうえで特に重要性の高い提言
となっています。 
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図1：政策提言とただちに実行すべきアクションの例 

水・衛生を国の最優先課題に位置付
け、創造的なビジョンを推進し、効果
的な組織・制度の改革をあらゆるレベ
ルで促進する。 

ハイレベル運営委員会を設置し、水・衛生のユニバーサルアクセス実現を
可能にする枠組み（法律、政策、基準、規制、リーダーシップ、資金）の
見直し・改定をおこなう。 

組織横断的な会議を開催するなど、衛生への取り組み全体の調整を大統領
/首相官邸が担い、新たに発生する障壁に対処する。 

水・衛生のさまざまな面について組
織の責任と義務を明確に定め、組織
間の調整を図るしくみを構築する。 

トイレから排せつ物の処理、廃棄、再利用まで、排せつ物管理についての
責任と基準をあらゆるレベルで明確に定める。 

衛生に関して複数組織間の調整を図るグループを設置し、正式な法的枠組
みによる裏付けを与え、計画、責任、リソース配分の決定をおこなうに足
る十分な権限を付与する。 

水・衛生の資金を大幅に増やし、十
分な公的資金にもとづいてコスト見
積もりまでおこなった財務戦略を策
定して、投資先として魅力的であり
質の高い支出をおこなえる高パフォ
ーマンスのセクターを構築する。 

配分された水・衛生予算を適切なタイミングで支出し、効率的に使用でき
るシステムを構築・実施する。 

3年で水・衛生への予算配分を少なくとも政府予算の5％にまで増やす。 

貧困層を守り、運用、メンテナンス、継続的行動変容を組み込んだ形で、
コストを抑えた効率的な財務モデルの作成とサポートをおこなう。 

気候ファイナンス機関が水・衛生は気候に対するレジリエンスと適応の鍵
であるとの認識を持ち、水・衛生関連の適応策に気候ファイナンスを振り
向けるようロビー活動をおこなう。 

すべての政策がジェンダーに対応したア
プローチを促進し、水・衛生に関する意
思決定と水・衛生サービスの提供におけ
る女性の役割を強化するものとなるよう
確認・モニタリングする。 

公共の場、職場、学校、保健医療施設における水・衛生についてジェン
ダーに対応した基準を確立する。 

学校における月経保健衛生を教育担当省庁の重要職務とし、モニタリン
グシステムに組み込むとともに、生理用品を容易に入手できるよう対策
を講じる。 

すべての人（特に貧困層・社会から取り
残されている人々）を対象とし、適切な
水・衛生サービス提供モデルとそれを担
う職業の確立を通して、安全に管理され
たサービスへの移行を法制化・予算化す
る。 

トイレの使用（行動変容、需要の創出、供給）だけでなく、排せつ物のく
み取りから移送、処理、廃棄、再利用まで、一連の衛生サービス全体を対
象として包括的に取り組む。 

給水パイプの新設、排せつ物管理、設備の修理・交換など、さまざまな給
水・衛生サービスモデルや関連する財務モデルにおける職務を政策のなか
で明確にする。 

ユニバーサル・ヘルス・カバレッジ（すべての人が負担可能な費用で保健
医療サービスを受けられる）計画やパンデミック対策計画における水・衛
生の扱いを見直し、計画への組み込みを図る。 

保健医療施設においてジェンダー対応の水・衛生に投資し、サービスの基
準を基本的なレベルより上に引き上げ、説明責任のしくみを取り入れる。 

保健に関する政策や計画に水・衛生
を組み込み、十分な予算を確保して
調整を図る。 

水・衛生と水の安全保障を優先課題と
し、必要な資金の確保とあらゆるレベ
ルにおける実施能力の向上によって、
気候変動レジリエンスを強化する。 

NDC（国が決定する貢献）、NAP（国別適応計画）、気候変動対策の資
金調達に関する提案に水・衛生サービスの改善を盛り込む。 

環境の危機と予測不能な水の入手可能性に鑑み、管理の行き届いた水
源・給水設備を優先・保護するためのガイドラインを策定・施行する。 
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政府を支援する開発パートナーの役割 
水・衛生のユニバーサルアクセス実現に向けて、中心となって取り組みを推進するのは政府です。けれども、開発パー
トナー、民間セクター、市民社会組織もまた、このレポートにおける提言の実施を支える重要な役割を担っています。 

開発パートナーには、連携を強化する、水・衛生に関する政府開発援助（ODA）や融資の援助が脈絡なく分散しないよ
うにする、公平な分配を後押しする、といったことが求められます。 

水道管網図を確認するデブレ・タ
ボール水道局責任者のムルケン・ウォ
ンディラッドさん。すべての人が1年
365日、1日24時間いつでも清潔な水を
利用できるようにするというビジョン
を抱いています（エチオピア、アムハ
ラ、2018年8月） 

i. ブレンドファイナンスとは、開発途上国における持
続可能な開発の資金をさらに動員するために、開発
資金を活用するという戦略です。詳しくはこちらの
サイトをご覧ください：
oecd.org/dac/financing-sustainable- 
development/blended-finance-principles/ 
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民間セクターの組織は、水・衛生への投資を増やし、健康で
持続可能な労働力と市場を確保する必要があります。また、
水・衛生サービスの規模と質を向上させる画期的なソリュー
ションの提供に向けて政府の取り組みを支援し、公共サービ
スに契約してその実現性を支えるとともに、産業廃水が基準
に従って処理されてから放出されるようにすることで水の安
全保障を支えていくことも必要です。 

国際金融機関（IFI）などの多国間銀行は、水・衛生のあら
ゆる要素が気候に対するレジリエンスと適応の要であること
を認識し、その認識にもとづいて、気候ファイナンスの適応
策の割合を増やす、公衆衛生の維持・改善のために水・衛生
に対する財政援助を増やして融資の利息を減らすなど、気候
ファイナンスの改善をおこなう必要があります。 

国連各局と国際NGOは、各国内で政府の政策や優先事項と
連携するよう調整をおこない、支援の取り組みや影響の調
和を図る必要があります。支援の取り組みとしては、サー
ビスの提供を支える水・衛生システムの強化に向けて政府
への協力に尽力する、脆弱な人々を優先して進捗ペースを
速めることの重要性を示す、サービスとしての水・衛生の
枠組みづくりをする、水・衛生への特段の注目を喚起す
る、気候レジリエンスが高くジェンダーに対応した水・衛
生に重点的に取り組む、といったことが必要です。 

G7、G20、OECD（経済協力開発機構）加盟国などの二国
間援助ドナー国は、水・衛生に対するODAのグラント（贈
与・無償資金協力）を大幅に増やし、後発開発途上国
（LDCs）、年間収入五分位階級の低収入者層、農村地
域、都市の非正規居住区、ジェンダー対応の水・衛生、持
続可能性を優先する必要があります。 

政府のビジョンや計画に沿った形で水・衛生のODAをおこ
ない、ブレンドファイナンスに参加してセクターの調達資
金を拡大することも必要ですi。 
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はじめに 

このレポートは、持続可能で安全な 
水・衛生サービスのユニバーサルアクセス実現と 
衛生習慣の定着に取り組む国々に向けて、 
その実現への歩みを速めるための政策提言を 
おこなうものです。 

水・衛生サービスと衛生習慣は、すべての人に不可欠
なものです。経済の発展にも、また健康や尊厳を保つ
うえでも欠かせません。パンデミック対策と復興、ジ
ェンダー格差の是正、気候変動レジリエンスの構築、
貧困対策においても、水・衛生はきわめて重要です。
ところが、いまだに何十億人もの人々が、生活になく
てはならないこうしたサービスを利用できず、必要な
ときに石けんを使って手を洗うといったような、重要
な衛生習慣を実践できない状況に置かれています。 

この政策レポートの対象読者 
このレポートは、担当省庁、国レベルおよび自治体
レベルの政策決定機関や意思決定機関の方々にお読
みいただくことを想定したものです。水・衛生事業
に関係している開発パートナーや持続可能で安全な
水・衛生サービスの提供に向けて政府に協力してい
る開発パートナーの方々も、ぜひお読みください。 

コミュニティの女性10人とともに、現地
の逆浸透膜プラントを維持するための委員会を設
立し、現地コミュニティの人々が支払い可能な価
格で水を販売する事業計画を策定したギータ・ロ
イさん。このプロジェクトはセバーン・トレント

社から資金援助を受けています（バングラデシ
ュ、クルナ県、2021年5月） 

図2：SDGｓ目標6における家庭の水・衛生アクセスの定義  

基本的なアクセス 安全に管理されたアクセス 
ely managed access 

水：「改善された水源」まで往復30分以内（並んで待つ
時間を含む）で飲料水を得ることができる。 

衛生設備：他の世帯との共用ではない「改善されたトイ
レ」を使用できる。 

衛生環境：石けんと水を備えた手洗い設備を敷地内で利
用できる。 

水：「改善された水源」が敷地内にあり、排せつ物や化
学物質で汚染されていない水源から必要なときにいつで
も飲料水を得られる。 

衛生設備：他の世帯との共用ではない「改善されたトイ
レ」を使用できる。排せつ物はその場所で安全に処理さ
れるか、離れた場所に運ばれて処理される。 

 

出典：WHO/UNICEF水と衛生に関する共同モニタリングプログラム2 
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水・衛生の現状 
ウォーターエイドはこれまでの20年、国の開発において水・衛生が優
先されれば、水・衛生の状況は間違いなく大幅に前進することを目の
当たりにしてきました。 

その一方で、進捗のペースを速める権力があるにもかかわらず、水・
衛生の重要性を十分に認識していない人が多くいることも目にしてき
ました。そのために進捗ペースはとうてい容認できないほど遅く、最
も貧困で脆弱なコミュニティや後発開発途上国（LDCs）・地域では特
にそうした状況が際立っています。 

国連加盟国は2015年、17ゴールからなる持続可能な開発目標（SDGs）
を通して2030年までに極度の貧困を終わらせ、持続可能な開発を達成
することを約束しました。SDGsの目標6は、世界の水・衛生危機に終
止符を打ち、持続可能な形で管理された水と衛生を2030年までにすべ
ての人が利用できるようにすることを目指しており、そのなかでも特
に野外排せつをなくすことと、女性・女の子たちや脆弱な状況にある
人々のニーズに重点を置いています。 

持続可能で安全な水・衛生サービスと衛生習慣は、17の目標達成の基
礎となるものであり、特にSDGsの目標1（貧困をなくす）、目標3（健
康）、目標4（教育）、目標5（ジェンダー平等）、目標11（持続可能
なまちづくり）、目標13（気候対策）の実現には欠かせません5。 

2015年以来、水・衛生サービスのアクセス改善と行動変容は世界中で
大きく前進しましたが6、それでもまだ前方には⾧い道のりが横たわっ
ています。 

2000～2020年の 
進捗状況 

安全に管理された飲み水
を利用できるようになっ
た人数。2000年には世界
人口の62％でしたが、
2020年には74％に増加し
ました4。 

この期間に、安全に管
理された衛生設備を利
用できるようになった
人数。 

2015年以降2020年まで
に基本的な手洗い設備を
利用できるようになった
人数。 
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2020年の時点で、トイレがない
ために野外で排せつせざるをえな
い人たちが、中央・南アジアでは
2億3,000万人以上、サハラ以南
のアフリカでは1億9,600万人い
ました。 

20 
億人 

24 
億人 

1.77 
億人 

 



Halma社の「Water for 
Life」プロジェクトの支援を受けて自

宅に設置された手洗い設備を利用す
るマニサ・クマリさん（インド、テ

ィラックプール、2022年5月） 

水 
2020年、世界中で20億人以上が安全に管理された飲料水をまだ利用できな
い状況でした。そのほとんどがサハラ以南に暮らす人々です。現在の進捗
ペースでは、安全に管理された飲料水を2030年までに利用できるようにな
る人口の割合は、サハラ以南のアフリカでわずか37％、中央・南アジアで
は71％にとどまる見込みです。なかには給水設備のうち30％以上がいつも
故障していて、メンテナンスにほとんど投資していない国もあります。 

衛生設備 
現在もまだ世界中で42億人以上が「安全に管理されたサービス」の基準に
満たないトイレと衛生サービスを利用しており、処理されていないままの
排せつ物によって人の健康や環境が脅かされています。進捗ペースが現在
のままだとすると、アフリカでは基本的な衛生サービスですら、ユニバー
サルアクセスの実現に2158年までかかることになります。 

衛生習慣 
現在、およそ3人に1人は、石けんと水を使って手を洗える場所が自宅にな
い状況です。 

問題はほかにもまだたくさんあります。 

世界の後発開発途上国（LDCs）46か国全体で8、保健医療施設のおよそ半
数は基本的な給水設備すらありません9。また、世界中の学校のうち7校に1
校で水を利用することができず、8校に1校はトイレがなく、4校に1校は手
洗い設備がありません10。 

進捗ペースを速めなければ、感染症の頻繁な流行、水の安全保障の減退、
気候変動の影響などによって、これまでの進捗が水の泡になってしまうお
それがあります。 

保護の必要な天然水源が数多くある
サタラ村では、村議会で水源の汚染防
止と持続可能な管理の計画について話
し合っています（ニジェール、ザンデ
ール、2019年2月） 
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女性や女の子たち
のなかには、月経
保健衛生に必要な
サービスを利用で
きない人が大勢い
ます。 

 



水・衛生が重要な理由 
これからの10年は引き続き人口が増加し、農村部から都市部への人口移動
が加速することが予想されます。なかでもサハラ以南のアフリカは2050年
までに人口が2倍に増え、その大部分が都市部に集中する見込みです11。現
在は、基本的な水・衛生のない生活を送っている世界人口のほとんどが、
農村部で暮らす人々です。 

気候変動、政情不安、感染症の流行、経済不況がそれに追い打ちをかけ、
公衆衛生、水の安全保障、食料の安全保障、経済、社会の発展、ジェンダ
ー平等はさらに脅かされています。 

社会のレジリエンスを強化するうえで、持続可能で安全な水・衛生の提供
はきわめて重要です。国が健康な労働力を維持するためには持続可能で安
全な水・衛生への投資が不可欠であり、それが経済発展への礎を築くこと
になります12。 

行動を起こさなければ、とてつもなく大変なことになってしまいます。け
れども、持続可能な水・衛生を優先した投資をおこなえば、政府と国全体
に大きな利益をもたらすことができるのです13。 

モン・リヴ医療センターのアクセシブルなトイレを
利用するメニイェン・ヘンさん（カンボジア、トボン
クムン州、2018年11月） 
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水・衛生への投資が 
世界全体にもたらす 
利益： 

基本的な飲み水のユニバー
サルアクセスへの投資で年
間最大320億ドルの利益を
創出 

安全に管理された衛生設備
のユニバーサルアクセスへ
の投資で年間860億ドルの
利益を創出 

基本的な衛生設備のユニバ
ーサルアクセスへの投資で
年間450億ドルの利益を創
出 

 

 

 



健康面のメリット 
水・衛生がすべての人に行き渡っていれば、毎年30万人
近くの子供の命を救うことができます14。衛生的な手洗
い習慣が浸透すれば、感染症の発生を減らすことができ
ます15。安全に管理された衛生サービスを提供できれ
ば、病原菌の拡散を抑え、抗生物質の必要性を減らし
て、衛生に起因する薬剤耐性（AMR）の拡大を食い止め
ることができます16。 

新型コロナウイルス感染症の世界的パンデミックで明ら
かになったとおり、持続可能で安全な水・衛生サービ
ス、特に衛生習慣によって、社会・経済・保健システム
のレジリエンスと適応力を高めることができます。 

環境面のメリット 
安全に管理された衛生サービスへの投資によって、水の
安全保障を強化することができます。廃水や排せつ物の
汚泥が適切に処理されれば、農工業用水や肥料のニーズ
を満たして循環経済を促進することができます。また、
生活用水には水質の良い水から使えるようになります。 

野外排せつをなくし、排せつ物処理のしくみを構築すれ
ば、陸と海の生態系が汚染されるのを防ぐことができま
す。 

アフリカ諸国の衛生設備に投資した場合、投資額1ドル
あたり5ドルのリターンを得られる可能性があります。 

社会価値および経済面のメリット 
基本的な水・衛生サービスにコストをかければ、最大で
21倍もの価値をもたらすことができます。基本的なサー
ビスから安全に管理された水・衛生サービスへの改良に
は⾧期的な投資が必要となりますが、毎年370億～860億
ドルの利益を創出し、2021年から2040年の間に最大60億
件の下痢性疾患と12億件の腸内寄生虫感染を防ぐことが
できます13、11。 

自宅で清潔な水とトイレが使えれば、女性や女の子たち
は遠くまで歩いて水をくみにいく必要がなくなり、世界
全体の合計で年間7,700万日以上を節約できます18。 

環境レジリエンス 
持続可能な水・衛生サービスによって、気候変動の影響
に対するレジリエンスを構築できるうえ、最も必要なと
きに、最も必要な場所で水を利用できるようになり、災
害発生時の感染症の蔓延を抑えることができます20。 

気候変動の影響で、こうした水・衛生サービスはさらに
重要性が高まるとともに、危険にさらされることにもな
ります。 
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現在、世界で19億人の人々が、水・衛生サービスの安全
保障が危ぶまれるほど深刻な水不足に陥る可能性のある
地域に暮らしています。この数字は2050年までに42％～
95％増加し、27億人～32億人に増えると予想されていま
す21。 

こうしたコミュニティでは、持続可能で気候レジリエン
スの高い水・衛生サービスによって、質・量ともに日々
のニーズを満たす水へのアクセスを確保しなければ、深
刻な脅威にさらされることになります。 

政府が水・衛生対策に投資しなければ、労働生産性や学
歴が低下し、特に女性や女の子の間でそれが顕著に表れ
るなど、これまで積み上げてきた社会経済的価値が失わ
れてしまいます。 

気候変動の影響がますます大きくなるにつれ、女性や女
の子たちは毎日さらに多くの時間を水くみに費やすこと
になります。そうなった場合、プライバシーを守れる安
全なトイレへのアクセスが乏しい状況も相まって、ジェ
ンダーにもとづく暴力に対する脆弱性が高くなる可能性
があります。 

国が安全に管理された衛生サービスへの投資を怠ってい
ると、陸や海の生態系汚染が進み、水の安全保障が危う
くなってしまいます。 

政府が水・衛生対策に投資しなければ、水・衛生を利用
できないことが原因で、毎年160万人の、守れるはずの命
が失われていきます。しかも、命の危険にさらされるの
は子供や脆弱な人々ばかりということになります13、11。 

こうした状態が放置されていると、病気の発生頻度が高
くなり、国の医療支出が増加して、生産性が低下するこ
とになります17。 

 



進捗ペースが遅い理由 

持続可能で安全な水・衛生サービスのユニバーサ
ルアクセスと行動変容に向けて、進捗ペースを速
めるためには、しっかりと機能する水・衛生シス
テムが必要です22。 

ウォーターエイドのこれまでの経験から、適切に
機能する水・衛生システムは図3に示したとおり、
11の構成要素から成ることがわかっています。 

進捗ペースを速めることができるのは、システム全体、
つまり、すべての関係者（人と組織）、すべての要素
（社会、経済、政治、環境、技術）、そして、それらの
間の相互作用がしっかりとしたものである場合です。 

ウォーターエイドが得ているエビデンスと、数多くの
国々で政府やパートナーと一緒に仕事をしてきた経験か
らすると、11の構成要素のなかで、構造的障壁が進捗の
遅れにつながりやすいのは、「政府のリーダーシッ
プ」、「資金調達・ファイナンス」、「組織の整備と能
力」、「ジェンダーと社会の多様性」、「水・衛生サー
ビスの提供と行動変容」、「調整と連携」、「説明責任
と規制」、「環境と水源」の8つです23。 

図3：適切に機能する水・衛生システムの構成要素 
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進捗ペースの加速を 
阻む障壁 

めっきされた鉄パイプを同僚と一緒に取り外す 
手押しポンプ技術者のサビーティ・イェコヤシさん 
（ウガンダ、マシンディ県、2020年11月） 13
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国の政府がリーダーシップをとって水・衛生の取り組み
を促進することが、進捗ペースを速めるうえでの土台と
なります。インドの首相主導で実施された「クリーン・
インド政策（スワッチ・バーラト・ミッション）」のよ
うに、政府のトップが一貫してリーダーシップを発揮し
ている国々では、歴史上ずっと優先順位の低かった衛生
設備のような問題でも、短期間で変化を実現できること
が実証されています。政府のリーダーシップが不十分だ
と、水・衛生の進捗を阻むリーダーシップ以外の問題へ
の取り組みがきわめて困難になります。組織の権限が不
明確なままで、関係者間の調整もうまくいかず、資金も
不足して、説明責任も十分に果たされなくなってしまい
ます。 

衛生設備と衛生習慣は、多くの場合、各国政府の開発計
画で優先されていません。どちらもたいてい見過ごさ
れ、タブー視されて、立ち入れない家庭の問題と考えら
れています。また、衛生設備は複数のセクターにまたが
る複雑な問題で、管轄する組織や責任の所在がはっきり
しない傾向があり、そのことも予算配分や実施能力の不
足、衛生サービスを提供するアプローチの調整不足、説
明責任の欠如といった状況の一因となっています。 

給水サービスには政府の関心が比較的高く、資金も投
入されていますが、貧困のなかに暮らす人々が確実に
利用できる安全な給水サービスの提供には至らないケ
ースが多々あります。また、たいていの場合は政府が
支出する資金の大部分が設備投資に使用され、継続的
なメンテナンスや主な設備の交換にはほとんど予算が
割かれないため、サービスの持続可能性が危ぶまれる
状況になっています。 

何を優先し、何に予算を振り向けるかを判断する際、
政府が難しい選択に迫られるのは事実ですが、政府が
リーダーシップをとらないために、水・衛生サービス
の改善を求める人々のニーズがなかなか優先されない
ということも少なくありません。この状況をさらに悪
化させているのが、水・衛生へのアクセスが乏しい人
たちは大部分が社会から疎外された人々であるという
事実です。そうした人々は力が限られていることも多
く、自分たちの権利やニーズを優先してもらうのにも
苦労しています。 

自宅の給水パイプの工事をする 
サビネ・シャンカーさん 

（インド、カルキドゥラ村、2021年11月） 
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政府のリーダーシップと 
政治における水・衛生の優先的取り組みの不足 

 



水・衛生セクターは、組織がひとつ
にまとまっていないために、取り組
みの効果があがらない状況が続いて
います。飲料水、衛生設備、衛生習
慣はそれぞれ管轄省庁が異なるのが
一般的で、農村部と都市部で管轄が
違っていることも少なくありませ
ん。衛生習慣について言えば、水・
衛生、保健、教育、ジェンダー、栄
養など、さまざまなセクターや省
庁・部門にまたがっているため、
“すべてに関係しているが、どこに
も属していない”ということになり
ます。 

組織がまとまっていないことが問題
になるのは、政治的なリーダーシッ
プが発揮される体制を作る場合、政
策を策定する場合、資金を調達する
場合です。調整を図るのが難しく、
規制や説明責任が不明確で、能力開
発の取り組みもばらばらにおこなわ
れ、モニタリングシステムはそれぞ
れ異なるどころか競合することもあ
るからです。その結果、意思決定者
や予算保有者が明確な当事者意識を
欠き、水・衛生が優先されなくなっ
てしまいます。 

このような問題は、国レベルや地方
レベル、市町村レベルでも発生して
います。比較的しっかりとした調整
のしくみがあり、定期的に会議を開
いている場合でも（政府主導の水・
衛生セクター調整会議、政府・開発
パートナーグループ）、計画、ファ
イナンス、プログラムの実施におけ
る調整が必ずしもうまくいくとは限
りません。 

組織体制が分断している場合は、
人材の能力不足も問題になりま
す。水・衛生セクターで働く人材
やスキルギャップの全体像を把握
している国はほとんどなく、セク
ター内の組織とパートナー全体で
訓練計画の調整が図られている国
は皆無です。 

2021年～2022年の各国報告のなか
で、水・衛生の政策と計画を実施
するための人材が足りていると述
べた国は4分の1しかありませんで
した。公共サービス事業者につい
ては、官民ともに能力ギャップも
見られます24。 

ラグナトプルのコミュニティクリニック
でアイシャ・アフリンさんの血圧を測る 

ラヒーマ・カトゥンさん。 
現在、患者はこのクリニックの設備を使って清

潔な衛生設備と飲み水に 
アクセスできるようになっています。 

（バングラデシュ、サトキラ、2022年12月） 
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組織体制の不十分な整備と 
組織の能力不足 
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SDGs目標6のターゲット1と2を達成するには、資金拠出
水準を現在の3倍以上に引き上げる必要があります25。
水・衛生関連のインフラとサービスを整備するには、少
なくとも年間2,000億ドルにまで増やさなければ資金ギャ
ップを埋めることができません26。水・衛生への投資は
リターンが大きいことで知られていますが、水・衛生の
改善による経済的・社会的メリットについては、ファイ
ナンスのメカニズムに十分に組み込まれておらず、潜在
的なドナーや投資家への提案も不十分です。 

高いパフォーマンスが見込める成⾧セクターは資金を呼
び込むことができますが、基盤が脆弱なケースも少なく
ありません27。法律や政策の枠組み、資金戦略、コスト
を織り込んだ計画、規制、データの収集・使用といっ
た、効率的なガバナンスの主要素を欠いていることもあ
ります。なかでも衛生習慣のモニタリングは特に不十分
で、国連水関連機関調整委員会（UN-Water）の「衛生
と飲料水のグローバル分析・評価（GLAAS）」への報告
をおこなっている国のうち、現時点で衛生習慣に関する
支出概算まで報告している国は15％しかありません24。 

現在の資金量は、水・衛生に関する各国目標を達成・継
続し、SDGsのグローバル目標を実現するために必要な
量を大幅に下回っています。その理由として、十分な国
内リソースが水・衛生に投じられていないことや、政府
開発援助（ODA）が滞っていること、気候レジリエンス
の高い水・衛生のための気候ファイナンスが微々たるレ
ベルであること、民間セクターからの資金が限られてい
ることなどがあります。後発開発途上国（LDCs）の場合
は特にこうした傾向が強く、ただでさえ苦しい人々の家
計にさらなる金銭的負担を課しています。衛生習慣と衛
生設備への資金に対する理解が乏しく、家庭の問題との
見方が一般的なため、政府の資金拠出対象としても優先
順位が低くなっています。 

資金の質の問題もまた、水・衛生サービスの効果的な提
供を阻む障壁となっています。多くの国では水・衛生対
策の予算配分が少なく、支出が大幅に不足しています。
国・自治体の行政組織に予算を有効活用する能力がない
場合が多いため、予算配分先や資金拠出先としての魅力
が乏しいわけです。また、政治の透明性が低いために政
府が的確な意思決定をおこなえないことや、市民社会に 

ブリヤ医療センターのオフィスに設置された手洗い
場で、診察の合間に手を洗う医療従事者のベドリヤ・ジェマ

ルさん（エチオピア、オロミア州、2021年8月） 

 

政府の責任を追及する力がないことも、非効率的な支出
がまかり通る原因であり、それが不正や腐敗のリスクを
生むことになっています。会計に関する権限と説明責任
の地方分権化が進んでいないことも、地方における対策
実施の足かせとなっています。 

公的資金や助成金は支出対象が的確に設定されておら
ず、ジェンダー格差や社会的排除の問題が放置されてい
ます。水・衛生サービスの継続管理や行動変容にはほと
んど資金拠出がおこなわれていないため、サービスが途
絶えたり、望ましい衛生習慣の普及が滞ったりしていま
す。プログラムについても、当該国のニーズではなくド
ナー側の優先順位を反映した設計となっている場合があ
ります。調達できる資金はドナーの優先順位に応じて変
動するため予想がつかず、⾧期的に予測を立ててリソー
スを政府の計画に充てることができません。衛生関連の
ODAは、貧困層のための衛生設備対策への援助が減る一
方で28、都市部の正規地区における大規模な衛生設備の
インフラにますます資金が集中していますが、こうした
衛生設備については機能面での懸念もあります29。民間
セクターに関しては、投機的な投資を減らして民間資本
や民間企業からの投資を呼び込むブレンドファイナンス
など、まだまだ水・衛生への投資機会を拡大できる余地
があります。 
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不十分な資金と 
非効率的な支出 

 



多くの国々では、ジェンダー平等志向でもインクルー
シブでもない水・衛生サービスが一般的となっていま
す。女性や女の子たち、性的マイノリティの人々は、
自宅だけでなく学校や職場、公共の場でも、差別や不
平等によって水・衛生の権利を妨げられています。そ
のために、学校教育を受ける機会や仕事・社会生活で
の関わりが狭められています。また、保健医療施設で
は、水・衛生を利用できないことで患者や医療従事者
の安全が脅かされ、特に母子の健康が危険にさらされ
ています。 

水・衛生がジェンダー平等志向でないということは、
月経中や妊娠中、出産時、閉経期、老年期の女性や女
の子たち特有のニーズがまったく顧みられていないと
いうことであり、きわめて差別的と言わざるをえませ
ん。 

世界では何百万人という女性たちが家庭やコミュニティ
における水・衛生関連の仕事を無償で担い、水・衛生／
保健分野のボランティアとして、安全な水・衛生習慣を
促進する役割を果たしています。女性が就ける水・衛生
関連の仕事は限られており、リーダーの立場に立てる機
会もほとんどないため、水・衛生に関する仕事のなかで
見つかるのは賃金がきわめて低い仕事ばかりで、技術職
や管理職に就いている女性はごく少数です。 

女性が締め出されている委員会や役員会、コミュニティ
運営組織では、組織内の権力構造が障壁となって、女性
の声は届きにくく、女性のニーズが水・衛生になかなか
反映されません。有害な社会規範やジェンダー規範に対
する認識や対策を欠いた水・衛生政策は、ジェンダーに
もとづく役割、差別、排除、不平等を悪化させてしまう
おそれがあります。 

ディアラマナ医療センターで赤ち
ゃんに予防接種を受けさせるお母さん

たち（マリ、セグー州、ブラ圏、2018
年4月） 
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ジェンダーの平等と 
社会的包摂性に対する注目度の低さ 

 



保健セクターには水・衛生に関する
公衆衛生の仕事を担う当事者意識が
根本的に欠けています。“未然の予
防”を優先化したり、水・衛生セク
ターと連携したりするためのコミッ
トメントやインセンティブはほとん
ど見受けられません。安全かつ公平
で質の高い保健サービスを人々に提
供する義務を最終的に負っているの
は保健省庁ですが、水・衛生なくし
てこれを達成することはできませ
ん。 

保健医療施設の水・衛生は保健省庁
の管轄ですが、水・衛生アクセスの
実現となると、それを阻む問題に取
り組む責任は直接の管轄からはずれ
てしまうことが多々あります。 

最前線で働く医療従事者のうち女性
が占める割合は90％にのぼり、患者
も過半数が女性であるにもかかわら
ず、清潔で安全かつ尊厳を保てる医
療に対する女性の権利とニーズにつ
いては、保健医療施設で優先的取り
組みや対応がおこなわれていませ
ん。それを示す一例として、114か
国で120万人の女性が、尊厳ある医
療の次に優先すべき事項として水・
衛生を挙げています30。 

2019年には、母体敗血症やそれ以
外の母体感染症が2,000万件以上発
生し、1万7,000人の妊産婦と100万
人を超える新生児が命を落としまし
た31。その多くは、保健医療施設に
適切な水・衛生アクセスがあれば失
われずにすんだ命です。 

公衆衛生の予防対策への資金は、
質・量ともに、各国目標の実現に必
要なレベルを大幅に下回っていま 

す。2021年から2030年の間、後発
開発途上国（LDCs）46か国の保健
医療施設ですべての人に基本的な
水・衛生サービスを提供するに
は、65億～96億ドルの費用がかか
ります。これは毎年1人あたり平均
0.65ドルになります32。 

保健分野を対象とした国外からの
資金は、病気やセクターを特定し
た治療的医療の成果、あるいは数
値で表しやすい成果に対する資金
拠出という縛りがあることが多い
ため、複数のセクターにまたがる
取り組みへの資金拠出や国の保健
そのものが抱える重要課題への対
応には至っていない状況です。 

太陽光発電の給水設備が新し
く設置されたため、診察の合間の手を
洗えるようになった助産師のマーガレ
ット・アウォヴァンガさん。この医療
センターの分娩室には産婦専用のシャ
ワーとトイレもあります（ガーナ、ボ

ンゴ地区、2019年12月） 
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水・衛生に対する保健セクターの 
当事者意識と重点的取り組みの欠如 

 



水・衛生はインフラであるとの枠にはめられ、関連する
衛生習慣について考えられることも、⾧期間にわたって
最大限に活用するための管理方法について検討されるこ
ともほとんどないまま提供されています。水・衛生は一
度だけ利用して終わりというものではありません。いく
つものサービスとそれに関連する習慣が集まったもので
あり、1日に何度も利用したり実施したりしながら、⾧
年にわたって持続させていく必要があります。つまり
水・衛生システムは、人口全体にサービスを提供しつづ
け、適切な衛生習慣を確実に定着させるのに必要なレベ
ルでしっかりとしたシステムでなくてはなりません。 

衛生設備については、設置プロジェクトや極度に単純化
された方法で、“青写真”ありきのトイレ建設や行動変容
キャンペーンがおこなわれてしまう場合がよくありま
す。衛生サービスのユニバーサルアクセスを提供すると
いった大きな展望や、安全に管理された衛生設備をすべ
ての人に提供するといった目的が衛生設備に関する政策
に盛り込まれていることは、ごくまれにしかありませ
ん。それを実現するには、排せつ物の封じ込め（トイ
レ）、くみ取り、運搬、処理、廃棄、再利用という、衛
生サービスチェーンのすべての段階に目を向ける必要が
あります。その各段階で、公共サービス事業者、実現性
のある資金計画、関係者間の調整が必要です。衛生作業
員など、正規・非正規のサービス提供者は、つらく危険
な環境で作業することになります。さらに、衛生に関す 

る政策やプログラムでは、女性・女の子たちや脆弱な
人々に十分な関心が向けられていません。そうした
人々のなかには、障害のある人、土地保有権を確保で
きない人、遠隔地や都市の非正規居住区に住む人、気
候関連リスクや災害の被害を受けやすい地域に住む人
などが含まれます。 

水に関する政策では、状況の異なる人々が水を利用で
きるようにするためにどのサービス管理モデルを使用
するか、そのモデルを実施するリソースはどのように
集めるか、といったことが必ずしも明確に決まってい
るわけではありません。管理、メンテナンス、資金に
対する外部からの支援もはっきりと決まっているとは
限らないため、資金不足、パフォーマンスの低下、⾧
期にわたるサービスの停止が発生することもありま
す。状況の異なる人々にサービスを届けるには、さま
ざまな給水サービス管理モデルが必要です。多くの場
合、政府の政策はコミュニティに非現実的な期待と負
担を課すものであり、通常は無給のボランティアから
成る水利用者委員会にメンテナンスの責任を全面的に
負わせています。また、農村部でも利用者から徴収す
る料金でコストを完全にカバーできるという、非現実
的な仮定に依拠していることもあります。手押しポン
プから高度なサービスに移行するには、管理やメンテ
ナンスを有給の職業にする必要がありますが、職業化
が実施されているケースはほとんどありません。 

図4：衛生チェーン 

再利用 封じ込め 保存 運搬 処理 
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水・衛生が維持を要するサービスであるとの 
明確な認識の欠如 

 



水・衛生、水資源、気候変動を別々の組織が担当してい
るため、気候災害のリスクを正確に予測して水資源を効
果的に管理するのが難しくなっています。水の安全保
障、気候レジリエンス、持続可能でインクルーシブな
水・衛生を実現するには、気候の脅威とそれ以外の脅威
への対策を講じるとともに、個別の状況下でそれらの対
策をどのように連携させればよいかを把握しておく必要
があります。適応とレジリエンス強化の取り組みは、ト
イレと水のような必須のサービスをコミュニティが確保
できるようにしたものでなければ、本当の意味でのレジ
リエンスを構築することはできません。 

現在のところ、気候に関する計画や資金拠出のなか
で、水・衛生が組み込まれたものは、国際的な気候フ
ァイナンスから国・自治体の気候計画まで、どのレベ
ルでもごくわずかしかありません。計画や資金がこれ
ほどまでに少ない理由には、水・衛生、水の安全保
障、気候変動の関連性を明確に示す確かなエビデンス
が不足していることが挙げられます。現地のリスク、
脆弱性、降雨量、水資源の可用性、ニーズ、土地の利
用状況については、データがまったくないか、あった
としても最低限ということがよくあります。潜在的な
資金を呼び込んだり、気候に関する計画や対策に水・
衛生の安全保障と水・衛生サービスを組み込んだりす
るには、この種のデータが必要です。 

データ収集、気候計画や気候対策の選択には、特定地
域におけるニーズを具体的に示せる現地の法人・個人
がほとんどかかわっていません。 

タイムリーなリスク評価と効果的な適応策の選択がう
まく機能しない主な原因は、どのレベルの組織でも、
人的リソース、スキル、予算の面で能力が不足してい
るからです。気候災害リスクや水の安全保障のリスク
は国内各地で異なり、必要な対策もそれぞれ異なる可
能性が高いため、国・自治体の行政機関は対応に苦心
しています。 

地下水の賦存量や利用可能な地下水源の⾧期的・歴史
的傾向についてはデータを取得できないことが多いた
め、意思決定をおこなうための重要なエビデンスが不
足したままとなっています33。現地と国の両方でレジリ
エンスの構築を計画するためのデータが必要ですが、
たいていの場合、現地の行政機関やコミュニティには
適切なデータを収集する手立てがありません。 

給水塔で測定値を読むベンカディ女性グ
ループのメンバー、ファティマタ・クリバリ
さん（マリ、セグー州、2019年2月） 
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水・衛生、水資源、気候変動対策の 

連携が不十分 

 



水のインフラの管理とメンテナンスを
引き受けて、ベンカディ女性グループを支援し
ているコミュニティメンバーのマダネ・ソゴバ

さん（マリ、セグー州、2019年2月） 

多くの後発開発途上国（LDCs）では説明責任と規制が
明確になっていません。ほとんどの国では水・衛生の
情報システムやモニタリングシステムも整備されてい
ません。たとえば、合意目標の達成に向けたセクター
のパフォーマンスや人々が受けるサービスのレベルに
ついて、情報やデータの信頼性が乏しかったり、そも
そも存在しなかったりすることも多々あります。水・
衛生のデータで最も精度が高いのは、2～4年ごとに実
施される定期的な国勢調査のデータです34。 

国勢調査以外は、収集された情報の精度が低すぎて、
現地当局が計画作成に使用できるものはほとんどあり
ません。行政機関のデータも古かったり、まとまって
いなかったりして信頼性が低いことがよくあります。
現地の行政機関では、能力にも予算にも限りがあるた
め、定期的にデータの収集・分析をおこなうのは難し
い状況です。 

水・衛生サービスの規制が不十分な国や不適切な国も多
くあります。規制当局がある場合でも、かなり広い範囲
で非正規の水・衛生サービスが提供されており、こうし
たケースは特に遠隔地で貧困かつ脆弱な人々に多く見受
けられます35。2021年、農村部で飲料水に関する主要業
務を完全に遂行した規制当局は50％以下、農村部と都市
部で業務を完全に遂行した規制当局は33％以下でした
35。 
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ウォーターエイドの
政策提言 

このセクションでは、水・衛生の危機への対策を講
じ、持続可能で安全な水・衛生のユニバーサルアク
セス実現に向けての歩みを速めるために、ウォータ
ーエイドが政府に提言する政策について説明しま
す。今後数年に直面する課題の大きさに鑑みると、
政府はただちに行動を起こし、現在よりもはるかに
大規模に変化を加速する必要があります。 

水・衛生に投資することは、経済の発展、保健の促進、
国民生活全般の質の改善に尽力する政府の取り組みを推
し進めることになります。 

これには、すべての開発パートナーが政府への支援を拡
大し、互いに連携することも必要です。それが特に重要
なのは、何億人もの人々が適切な衛生習慣に欠かせない
安全な飲料水や衛生設備をいまだに利用できていないサ
ハラ以南のアフリカと南アジアの地域です。このセクシ
ョンで説明する政策提言は、それぞれの地域の状況に応
じて検討・適用されるべきものです。次ページには、基
本的な水・衛生へのアクセスが乏しく、現在の国の開発
ビジョンや開発計画のなかで水・衛生が重視されていな
い国々で優先すべき政策提言が示されています。 

基本的な水・衛生サービスへのアクセスが充実し、水・
衛生が重視されている国々では、進捗ペースの加速を阻
む主な障壁の分析にもとづいて、実施する政策提言の優
先順位を政府が決定します。 

それぞれの政策提言には、提案事項の説明と、ただちに
実行すべきアクションが併せて記載されています。 

下水道作業用の機械式トラックが導入され、
以前より安全に作業できるようになった衛生作
業員のシカンダルさん（インド、デリー、2019
年10月） 

22 / 力を合わせて水と衛生の危機を終わらせる：歩みを速めるために最優先すべき政策とは 

 

W
at

er
A

id
/C

S
 S

ha
ra

da
 P

ra
sa

d  



図5：実施する政策提言の優先順位決定ガイドの例 

基本的な水・衛生への 
アクセスが乏しい： 

– 飲み水< 70％ 

– 衛生設備< 40％ 

– 衛生習慣< 40％ 

（JMPのデータにもとづく） 

国のシナリオ 

他の政策アクションの基礎を固める 

水・衛生を国の最優先課題に 
位置付け、政府のトップが 

リーダーシップをとる 

水・衛生の資金を 
大幅に拡大し、 

セクターの効率を高める 

ただちに実施 
（1～2年） 

ジェンダーの平等と 
社会的包摂性を 

水・衛生の中心に据える 

水・衛生に関わる組織体制を 
明確にして整備する 

順序は障壁の分析結果に応じて決定する 

複数の政策提言を同時進行可能 

 2年目以降 
 

水・衛生を中心的課題とした 
保健政策・プログラム策定で 

公衆衛生を改善する 

水・衛生がサービスとして 
提供されるようにする 

水・衛生と水の安全保障に重点
的に取り組み、リソースを投入
して、あらゆるレベルで気候変

動レジリエンスを強化する 

強力な説明責任のしくみと 
規制を確立する 
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国の開発アジェンダで水・衛生を優先課題に位置付ける： 
持続可能で安全な水・衛生に向けて進捗を速めることを国の最優先課
題とし、見過ごされがちな衛生設備と衛生習慣に重点的に取り組む。 

持続可能で安全な水・衛生を、大統領/首相の開発ビジョン・計画の中
心的課題とする。 

経済発展、開発、保健、ジェンダー平等、気候レジリエンスを促進す
る重要な推進要素として、また国の誇りと近代化の問題として、国の
トップが衛生設備と衛生習慣の創造的ビジョンを掲げて促進する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

ハイレベル運営委員会を設置し、
水・衛生の枠組み（法律、政策、基
準、規制、リーダーシップ、資金調
達）の見直し・改定をおこなう。 

政府のリーダーがビジョンの実現に向けた取り組みを継続する： 
各国目標を達成し、取り組みを継続するために、⾧期にわたって利用
できる人的・資金的リソースを確保する。 

組織改革を促進し、水・衛生の進捗を官僚の評価に紐づけ、省庁をま
たぐ連携や開発パートナーとの協働を主導する。 

実施を妨げる障壁を特定して対策を講じられる効果的なしくみを確立
する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

組織横断的な会議を開催するなど、
衛生への取り組み全体の調整を大統
領/首相官邸が担い、新たに発生す
る問題に対処する。 

 

高圧洗浄車を使って管轄地区の
下水道のつまりを取り除くエテクウィ
ニ下水道局の清掃作業員たち（南アフ
リカ、ダーバン、2019年3月） 
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水・衛生を国の最優先課題に位置付け、 
政府のトップがリーダーシップをとる 

 



水・衛生に関する明確な組織的枠組みを構築する： 
水（人間の基本的ニーズ）、衛生設備、衛生習慣に対する組織の義務
を国・現地レベルで明確に定め、特に排せつ物処理の管理についての
責任を全体的に明確化する。 

持続可能で安全な水・衛生対策における組織の役割と責任を下支えす
るため、法的枠組みの見直し・改定をおこなう。 

組織の現在の能力と必要な能力を照らし合わせ、気候への適応やジェ
ンダー対応の水・衛生など、水・衛生のあらゆる面で国レベルから現
地レベルまでの能力強化を計画する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

トイレから排せつ物の処理、廃棄、
再利用まで、排せつ物管理について
の責任と基準をあらゆるレベルで明
確に定める。 

効果的な調整のしくみと組織横断的な連携を確立・強化する： 

水・衛生における開発パートナーの関わりや民間セクターからの投資
を調整するためのガイドラインとしくみを構築する。 

国が大きな目標を掲げた衛生計画を策定してコストまで織り込み、組
織横断的な計画として、関連セクターの戦略や運用計画（パンデミッ
クや気候対策の計画など）のなかに衛生習慣を組み込む。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

衛生に関して複数組織間の調整を図
るグループを設置し、正式な法的枠
組みによる裏付けを与え、計画、責
任、リソース配分の決定をおこなう
に足る十分な権限を付与する。 

清潔な水、まともなトイレ、適切な手洗い設備の
ある医療センターで働けて嬉しいと言うボゴニ医療セ
ンターの医療責任者、ユヌッサ・サマケさん（マリ、
セグー州、2019年10月） 
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高いパフォーマンスで資金を呼び込めるセクターとしての土台づく

りをする： 
コストを織り込んだ計画を策定し、互いに相関している水、衛生設
備、衛生習慣の資金戦略を分離する。 

計画、予算、実施における行政組織のガバナンスと能力を強化す
る。 

公的資金の管理、モニタリング、監査、報告を強化することで、透
明性と説明責任を増強し、腐敗が発生しうる範囲を狭める。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

配分された水・衛生予算を適切なタ
イミングで支出し、効率的に使用で
きるシステムを構築・実施する。 

水・衛生に投入される資金の量を増やす： 
社会で最も見過ごされている人々（農村部、都市の非正規居住区）と
サービス（衛生設備と衛生習慣）に重点を置いて、水・衛生に対する
政府やドナーからの資金と気候ファイナンスを大幅に拡大する。 

家庭から集める資金（公正で負担可能な料金体系）、国外のドナーか
らの資金援助、民間セクターからの投資（投資利益が見込まれる民間
の金融商品など）の拡大をうながす環境を創出する。 

衛生習慣、衛生設備、継続的な給水設備のメンテナンスについて、予
算と支出報告のシステムを確立し、基本的な水・衛生から安全に管理
された水・衛生へ、アクセスを徐々に拡大する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

3年で水・衛生への予算配分を少な
くとも政府予算の5％にまで増や
す。 

平等性と持続可能性を担保しつつ、資金を有効に使用する： 
地域・気候脆弱性、所得グループ、水・衛生アクセス、資産・メンテ
ナンス・運用における平等性を確保し、行動変容、インフラ、組織の
強化・改革のバランスがとれた形で公平に資金が配分されるよう、目
標値を設定し、資金の追跡をおこなう。 

現地の行政機関が必要なときに必要なところで資金を有効活用できる
ように、財政の地方分権化と現地の能力構築を支援する。 

負担が少なく効率的な財務モデルを構築・支援し、貧困層が守られ、
運用・メンテナンス・継続的な行動変容にかかるコストを賄える形
で、利用料金の設定と助成金の分配をおこなう。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

非正規居住区と農村部の全体で、
1人あたりの水・衛生投資額が都
市部の正規居住区より低くならな
いことを義務付ける。 
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ジェンダー対応と包摂性を重んじた水・衛生政策を促進する： 
水・衛生政策や実施計画は、計画策定、設計、能力開発、提供、モニ
タリング、規制に月経保健衛生を盛り込むなど、ジェンダーに対応し
たものとする。 

水・衛生対策の政策、計画、予算編成、プログラム設計、予算配分で
は、意思決定のしくみと作成の過程に女性の参加を義務付けるガイド
ラインを策定する。 

政策の設計と実施において、女性の保健に関する機関、教育に関する
機関、水に関する機関の組織横断的な連携を支援する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

公共の場、職場、学校、保健医療
施設における水・衛生についてジ
ェンダー対応の基準を確立する。 

水・衛生セクターの政策にジェンダーの平等を盛り込む： 
パートナーに働きかけてジェンダー規範に立ち向かう姿勢を後押し
し、ジェンダー対応の水・衛生政策への取り組みを実施するための資
金を提供する。 

女性団体（障害のある女性の団体など）の代表者の参加、水・衛生に
関する相談・意思決定・説明責任のしくみを支援し、資金拠出をおこ
なう。 

政策が水・衛生におけるジェンダー平等に与える影響をモニタリン
グ・確認し、“害をなすなかれ”の原則にもとづいて、水・衛生の政策
とサービスが女性・女の子たちや脆弱な人々にもたらした意図せぬ結
果への対策を講じる。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

学校における月経保健衛生を教育
担当省庁の重要職務とし、モニタ
リングシステムに組み込むととも
に、生理用品を容易に入手できる
よう対策を講じる。 

水・衛生に関わる労働者のジェンダー格差是正に取り組む： 
女性が多い仕事（コミュニティの保健・医療従事者やボランティアな
ど）で職業化、平等賃金、安全な労働環境を促進し、その仕事に就く
女性の声が代表され、報酬を得られるようにする。 

男性が圧倒的多数を占める水・衛生の職務や組織で女性が直面してい
る障壁を把握して是正に取り組み、特に管理職のジェンダーバランス
とスタッフの定着率を改善する。ジェンダー別賃金の強制監査を実施
し、不公平な賃金支払いをなくすよう、雇用主の責任範囲を拡大す
る。 
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公衆衛生・保健システムの強化に向けた大規模な改革の一部として

水・衛生を組み込む： 
水・衛生（特に手指衛生）を保健分野の政策、システム、計画、基
準に組み込む。 

国・自治体レベルで、関連省庁や関係者間の連携を強化する。 

持続的かつ⾧期的な資金を保健分野の計画・プログラムにおける
水・衛生に振り向け、分野をまたいだ連携のメリットが生まれるよ
うにする。 

水・衛生と保健に関するデータとモニタリングのしくみを活用し、
水・衛生サービスと衛生習慣のなかで最も必要とされている部分に
リソースと資金を振り向ける。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

ユニバーサル・ヘルス・カバレッ
ジ計画やパンデミック対策計画に
おける水・衛生の扱いを見直し、
計画への組み込みを図る。 

医療従事者と患者のために、保健医療施設の状況改善への資金拠

出を拡大する： 
保健医療施設の水・衛生の状況を改善するため、コストを織り込
んで国の計画を策定・実施する。 

保健医療施設の水・衛生に資金拠出し、女性や脆弱な人々が抱え
る特定の水・衛生ニーズに対応するための具体的な行動に取り組
んで、スティグマや差別を防止する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

保健医療施設におけるジェンダー
対応の水・衛生に資金拠出し、サ
ービスの基準を基本的なレベルよ
り上に引き上げ、説明責任のしく
みを取り入れる。 

給水塔の測定値を読み取るフ
ァティマタ・クリバリさん 
（マリ、セグー州、2019年2月） 
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持続可能で安全なサービスの提供・拡大を実現可能にする政策を策

定する： 
すべての人のための適切かつ平等な水・衛生に向けて、進捗ペース
を速められるように、目標値を設定し、政策と規制を改定する。 

モニタリング、監督、奨励、施行、説明責任のしくみを通して、
水・衛生のサービス事業者と他の関係者が政策、規制、品質基準を
遵守できるようにする。 

トイレの建設やくみ取りのスマート補助金など、少ない負担で実施
しやすい方策を導入する。 

安全に管理されたサービスへ移行する意味を認識する： 
トイレの使用（行動変容、需要の創出、供給）だけでなく、排せつ物
のくみ取りから移送、処理、廃棄、再利用まで、一連の衛生サービス
全体を対象として包括的に取り組む。 

給水パイプの新設、排せつ物管理、設備の修理・交換など、さまざま
な給水・衛生サービスモデルや関連する財務モデルにおける職務を政
策のなかで明確にする。 

水道事業における無収水など、資金調達の可能性や融資の利用に差し
障るおそれがあるような、サービスを提供するなかでの非効率的な運
用に対策を講じる。 

アンガンワディ・センター
（母子保健センター）に設置された浄水
器から飲料水をボトルに注ぐ運営・管理
スタッフのソニアさん（インド、ラグビ
ル・ナガル、2020年3月） 

水・衛生セクターにおける職業化を支援する： 
セクターの能力を強化し、専門的な訓練を受けた幹部人員（ジェン
ダーバランスのとれた人員構成）と強力なサプライチェーンを通し
てメンテナンスと管理をサポートする。 

衛生作業員が尊厳を保って安全な労働環境で働き、評価、支援、尊
重されるようにする。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

非正規労働者の保護対策を含め、
衛生作業員の労働条件に対する規
制をおこなう。 
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少なくとも気候資金の20％を水・衛生サービスの改善にあてる法律を

制定する： 
NDC（国が決定する貢献）、NAP（国別適応計画）、気候変動対策の
資金調達に関する提案に水・衛生サービスの改善を盛り込む。 

気候ファイナンス機関が水・衛生は気候に対するレジリエンスと適応
の鍵であるとの認識を持ち、水・衛生関連の用途に気候ファイナンス
を振り向けるようロビー活動をおこなう。 

水・衛生を盛り込んだ気候レジリエンスの取り組みで、脆弱性を低減

させる： 
気候変動に対して脆弱で、確実な水・衛生アクセスのない人々を対象
として、気候レジリエンスが高く持続可能な水・衛生サービスへの改
善を図る。 

国レベルから現地レベルへの資金の流れを強化・追跡し、社会から取
り残されているコミュニティが確実に優先されるようにする。 

環境の危機と予測不能な水の利用可能性に鑑み、管理の行き届いた水資
源を優先・保護するためのガイドラインを策定・施行する。 ボナム村で降雨量をモニタリング

するジャスティン・サワドゴさん（ブ
ルキナファソ、中北部地方、2021年7

月）

気候のモニタリング、計画、資金に水・衛生を組み込む： 
自治体と現地のデータ収集・分析能力を強化し、水・衛生、水の安全保
障、気候変動の相関と、天然の貯水池としてレジリエンスの構築を下支
えする地下水の重要な役割を把握できるようにする。 

効果的な気候レジリエンス対策を策定するため、国の気候適応計画の一
環として、気候レジリエンスの高い水・衛生の計画をデータにもとづい
て作成する。 

省庁間の調整グループなどにより、水に関する権限を持つ政府省庁間の
連携を改善する。 

農業および気候変動の取り組みに水・衛生を組み入れる： 
農業政策と食料生産政策で、水・衛生が中心的要素となるように
する。 

気候、農業、食料の安全保障に関する取り組みでは、必ず水・衛
生の“別建て”予算を確保し、労働者の健康を保護しつつ成果を最大
限に高める。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

地下水の調査を実施し、賦存量と
水の安全保障の目標値に対する不
測量を評価する。 
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水・衛生と水の安全保障に重点的に取り組み、
リソースを投入して、あらゆるレベルで 
気候変動レジリエンスを強化する 

 

 

 

 



相互説明責任のしくみを策定・施行する： 
承認された行政機関と事業者の部門の進捗をそれぞれモニタリングする
しくみを確立する。 

保健医療施設における水・衛生の進捗について、コミュニティの人々が
保健や水・衛生の責任者に対して説明責任を問えるような、対応力のあ
る説明責任のしくみを確立する。 

行政機関や一般市民がドナーやNGOなどの開発パートナーに対して説明
責任を問えるような、説明責任のしくみを確立・施行する。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

水、住宅、教育、保健の政策に衛
生習慣の目標を組み込む。 

水・衛生のあらゆる面をモニタリングする国の管理情報システムへの

資金拠出を拡大する： 
国が意思決定に使用するモニタリングシステムを強化し、水・衛生分野
内外のセクターレビュープロセスを連結して、水・衛生を気候や水資源
管理とリンクできるようにする。 

データとモニタリングのしくみを利用して、水・衛生サービスや衛生習
慣へのリソースや資金を最も必要とされているところへ振り向ける。 

ただちに実行すべき
アクションの例 

モニタリングシステムで保健関係
者が水・衛生データを容易に利用
できるようにする。 

独立した規制当局を設立し、執行力を持たせる： 
給水と衛生設備の規制当局を設立または強化し、明確かつ具体的な権限
を与え、技能と意欲の高い職員を配置して、職務の遂行に十分なリソー
スを付与する。 

現地レベルと国レベルの意思決定に用いるデータを定期的に更新、分
析、使用するためのリソースを現地の行政機関に提供する。 
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強力な説明責任のしくみと 
規制を確立する 

 

 

 



給水塔につながる新しい水道で手
を洗うベンカディ女性グループのメ
ンバー、マリアム・ソゴバさん（マ

リ、セグー州、2019年2月） 

 

開発パートナーの役割 

開発パートナーは、ODAや融資の援助が脈絡なく分散しないように、調整を促進する必要があります 
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二国間ドナー 
 

（OECDとG7加盟国） 
 

水・衛生のODAを拡大し、インクルーシブで平等な投資がおこなわれるように
する。 

衛生設備、衛生習慣、農村部、非正規居住区、低所得国、低所得者層、ジェンダ
ー対応の水・衛生への投資割合を拡大する。 

水・衛生の財政支援や関連インセンティブについては、政府の計画やサービスとし
ての衛生設備の枠組みとの整合性がとれるようにする。 

資本集約型でインフラ重視の投資をおこなう場合は、サービスの持続可能性を中心
に据える。 

水・衛生のあらゆる要素が気候に対するレジリエンスと適応の要であることを認識
し、その認識にもとづいて気候ファイナンスを改善する。 

ブレンドファイナンスを実施して、民間セクターからの投資を活用する機会を模索
する。 

多国間機関 
 

（世界銀行、地域開発銀行、 

気候ファンド） 
 

水・衛生のあらゆる要素が気候に対するレジリエンスと適応の要であることを認識
し、その認識にもとづいて気候ファイナンスを改善する。 

気候適応ファイナンスの割合を増やす。 

水・衛生に対する財政援助を増やして融資の利息を減らし、健康な人々が経済発展
を支えられるようにする。 

水・衛生アクセスの乏しい後発開発途上国が気候ファイナンスや水・衛生に関する
他の方式のファイナンスを容易なプロセスで利用できるようにする。 

ブレンドファイナンスを実施して、民間セクターからの投資を活用する機会を模索
する。 

 

水・衛生のユニバーサルアクセスに向けて、進
捗を牽引するのは政府ですが、開発パートナー
もまた、このレポートに書かれた提言の実施を
支える重要な役割を担っています。 



開発パートナーは、ODAや融資の援助が脈絡なく分散しないように、調整を促進する必要があります（続き） 
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このレポートの政策提言は、40年以上にわたってウォーターエイドが蓄積してきた経験にもとづくものであ
り、水・衛生の進捗ペースを加速させるものです。政府や意思決定者の方々が水・衛生の危機の解決に尽力
されるなかで、このレポートをお役立ていただければ幸いです。 
ウォーターエイドはこれからも、行政機関、官・民の公共サービス事業者、市民社会組織、コミュニティと
力を合わせて国と地域の水・衛生システムを強化し、持続可能で安全な水・衛生のユニバーサルアクセス実
現に向けて、歩みを速める支援を続けていきます。 

 

民間セクター 水・衛生への投資を拡大して健康な労働力を確保する。 

水・衛生のブレンドファイナンスへの参加・支援をおこなう。 

水・衛生サービスの規模と質を向上させる画期的なソリューションの提供に向けて
政府の取り組みを支援する。 

水・衛生の公共サービスに契約し、その実現性を支える。 

産業廃水が基準に従って処理されてから再利用・放出されるようにすることで、水
の安全保障を支える。 

国連機関と国際NGO 各国内の国際機関・組織と政府の政策や優先事項との調整をおこなう。 

サービスの提供を支える水・衛生システムの強化に向けて政府への協力に尽力する。 

脆弱な人々を優先して進捗ペースを速めることの重要性を示し、サービスとしての
水・衛生の枠組みづくりをするとともに、衛生習慣と衛生設備、気候レジリエンス、
ジェンダー対応の水・衛生への注目を喚起する。 

ロールモデルとして、女性管理職がいてジェンダーバランスのとれた職場づくりに努
める。 

市民社会が有意義な形で水・衛生に関与できるよう支援する。 

保健機関は水・衛生機関と協働し、公衆衛生問題としての水・衛生が保健に関する戦
略、資金、システムに組み込まれるようにする。 

市民社会組織 国・自治体の行政機関による水・衛生政策の実施状況と予算を監視する。 

水・衛生の取り組み、政策、投資、サービス基準について、政府と公共サービス事業
者の説明責任を追及する。 

人々の関与と自立を促し、水と衛生設備に対する自分たちの人権を要求できるように
する。 

学術研究機関 水・衛生の影響と利点についてのエビデンスを構築し、パートナーが投資の根拠を示
せるようにする。 

安全に管理されたサービス、ジェンダー、気候レジリエンスに関する知識格差の問題
に取り組む。 
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排せつ物をリサイクルしてバイ
オガスを生成し、排水を灌漑に再利
用する分散型排水処理システム
（DEWATS）の現地従業員ラディ
スラス・ステファノさんと、業務主
任のユリウス・チセンゴさん（タン
ザニア、ダルエスサラーム、2021
年3月） 

表紙写真（大）： 
ベンカディ女性グループのメンバー
で、水のモニタリングと管理を担当
しているファティマタ・クリバリさ
ん（マリ、セグー州、2019年2月） 
 
表紙写真（小）： 
下水道の詰まりを取り除くチアさん
と同僚たち（カンボジア、バッタン
バン州、2022年3月） 
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